
労災の防止 快適な職場 心身の健康

愛知県勤労者安全衛生センター　〒456 ー0002　名古屋市熱田区金山町１丁目4 ー18 ワークライフプラザれあろ 3F
ＴＥＬ（052）684 ー0003　ＦＡＸ（052）684ー 0303  連合愛知ホームページからも閲覧できます  ttp://www.rengo-aichi.or.jp

2021.4.20

連合愛知安全衛生センターだより
№ 355

～近藤理事長　挨拶～～近藤理事長　挨拶～

   2021年3月度　愛知県の死亡災害発生状況　＜4月8日現在速報値＞　

8人　(0人)　　対前年同期11人（2人）　※（　）内は交通事故による死亡者の内数

3
　
月

業種・規模 被災者 事故の型 災害状況

繊維工業
 30 ～ 49名

仕上工
３0代
1 ９年

はさまれ▶
巻き込まれ
ロール機

反物を伸ばしながら艶付けをして整える機械を稼働させていたところ、
当該 機械下方の布の送りローラーに上半身が巻き込まれた状態で発見
されたもの。被災者はエアーコンプレッサーを使用し、布の表面に付着
する埃を飛ばす作業中（もしくは作業前）であった。被災時より意識不
明の状態が続いていたが、後日死亡したもの。

建築工事業
木建以外
9名以下

作業員
60代

３０年

崩壊･倒壊
建築・構築物

地盤改良のため空地を掘削していたところ、過去の建築物のＰＨＣ杭
の残置が判明したが、杭を自立させたまま掘削を継続した。被災者は、
土留めの矢板を設置するため、杭の東側深さ４．５ｍの箇所において、
小型ドラグショベル で掘削していたところ、長さ４．１ｍの杭が倒壊し
運転席に激突して死亡したもの。

安全衛生センター第３回理事会を開催安全衛生センター第３回理事会を開催
　連合愛知安全衛生セ
ンター第３回理事会を
４月１３日“れあろ” 
6階大会議室でweb併
用にて開催した。主な
議題として、①「2021
労災防止キャンペーン
の取り組み」②安全衛

生センターＨＰの改訂③理事の変更④連合愛知安全衛生セ
ンター２０2 １年度 中間決算報告・同監査報告⑤労働保険
事務組合令和2年度期末決算・同監査報告⑥第４回理事会開
催について、確認をした。理事会後、理事研修として愛知
労働局「令和3年度行政運営方針」の安全衛生に関する今年
度の取り組みについて、労働基準部健康課課長、濱田氏よ
り説明を受けた。

理事の交代
構成組織名 新　理　事 前　理　事
愛教組連合 加藤　義人 杉 浦　 卓

　「2021労働保険年度更新研修会」を4月9日“れあろ”6
階大会議室で午前、午後に開催した。当センターに労働保険
事務を委託している組合から58名が参加した。本研修会は、
労働保険制度について理解を深め、年度更新手続きが円滑に
行われるよう、組合専従者、職員を対象に、毎年この時期に
開催している。
　『労働保険料等算定基礎賃金等の報告』の作成のほか、労
働保険制度の基本について、労災、雇用保険の加入と適用範
囲、労働組合における労災補償給付の事例などについて詳し
く説明し、年度更新の手続きについて、共通理解を図った。
また、日頃の労働保険
手続きの適正化を図る
ため、『労働保険手続
きマニュアル』（改訂
版）と様式集を配付し、
研修終了後に個別での
相談を行ない、担当者
の質問に応じた。

2021労働保険年度更新研修会を開催2021労働保険年度更新研修会を開催

労災保険に加入してますか？
　労働組合の専従役員・職員のみなさん！会社で労
災保険に加入しているから大丈夫と思っていません
か？今一度、労災保険の加入状況について確認くだ
さい。

　労働保険（労災保険・雇用保険）は事業主が手続きを行な
います。労働組合においては専従役員、職員について万一の
備えとして、家族を守るためにも、事業主（委員長）が責任
をもって、労働保険の加入について確認をお願いします。労
働組合の委員長は（事業主）の位置づけですから、事務組合
に委託し「特別加入」しなければ、労災保険に加入できませ
ん。現在、専従役員のいる労働組合に対して順次聞き取り調
査を実施中です。
ご協力をお願いします。

お問い合わせは 連合愛知安全衛生センター
052-684-0003（鶴亀・高野）まで



シリーズ　職場における新型コロナ感染防止対応と対策　⑤
今月は新型コロナワクチンについて、愛知県の各自治体の接種スケジュールなど現時点においての状況につ
いて紹介します。

ｗｅｂ講義を聴講して感染症対策の理解を！！
◆日　　時　5月25日（火）14：00 ～ 15：00
◆研修内容　「ウイルス感染症対応事例に学ぶ、安全衛生管理と対策について」
　　　　　　講師：労働衛生コンサルタント　鈴木史香　氏
               ※聴講の申し込み先
                   安全衛生センター 　０５２―６８４－０００３（鶴亀）
　　　　　　　　　　　　　　　　center@aichi.jtuc-rengo.jp

　新型コロナウイルスは様々な産業に大きな変化をもたらし、食品製造業もエッセンシャル
ワーカーと呼ばれるようになり、生産工場はテレワーク等のリモートワークができない職場
でもあるため、アルコール消毒、検温、日々の感染対策に注力しています。
　当社生産工場では、FSSC22000（食品安全マネジメントシステムに関する国際規格）を
取得しており、安全・安心な製品を作るために様々な努力を行なっています。異物混入防止
のため部屋等でゾーンを仕切り清浄度を保つ方法も採られており、清浄度によって作業服も
変わります。ゾーニングでは、衛生区（製造する区域）、準衛生区（着替え等の区域）、非衛
生区（外部とつながっている区域）を基本として仕切っており、室間差圧を設け衛生区から
順に陽圧を作ることで空気の流れを一方向（衛生区→準衛生区→非衛生区）にし、羽虫等の
害虫侵入対策がされています。また、異物持ち込み防止や体毛落下防止として、ポケットが無く袖口等に絞り加工が
されている作業服を用いたり、着替え（私服を脱ぐスペースと作業着を着るスペースは室内で線引きされています）、
コロコロ、手洗い、エアーシャワーは準衛生区で必ず行ないます。静脈認証・パスコードを用いて入室者管理を行なっ
ている工場もあり、フードディフェンスに注力しています。
　従業員の休憩室やトイレは非衛生区にしかないためその都度私服に着替える必要があります。夏場の熱中症予防に
欠かせない水分・塩分補給には、当社商品の粉末飲料や塩飴を各職場に配り従業員が休憩時に飲食できるようにして
おり、当然、衛生区・準衛生区での飲食は禁止なので、小休憩を適宜入れて対応することになっています。
労働組合として、組合員の意見を吸い上げ、その意見を元に職場環境を整えていただくようにしっかりと会社と対話
を続け、従業員・製品の双方の安全・安心を考えていくように心がけています。

　　　　私たちの職場における取り組み事例　　　　私たちの職場における取り組み事例
　　第2回　　　　　宇藤　理事（名糖産業労働組合中央書記長）　　　宇藤　理事（名糖産業労働組合中央書記長）
　　　　　　　　愛知県に本社を置く菓子メーカーの名糖産業㈱・名糖アダムス㈱　　　　　　　　愛知県に本社を置く菓子メーカーの名糖産業㈱・名糖アダムス㈱

■食品生産工場の安全・安心と職場環境について

第1回	
	安全衛生担当者研修会

● 接種会場、日時、接種券
● 一般的な問い合わせ
● 市町村コールセンター




